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※ 公開できる情報のみ掲載しています。
※ 依頼・相談等に伴う謝礼等条件につきましては、双方協議の上、決定してください。
※ メールの送信は、[アットマーク]を@に置き換えて行ってください。

メッセージ

地域課題は隠しても仕方ないので、できる範囲でコンテンツや教育機会として前向きに
とらえていきましょう。地域の課題というのは、多くの場合、”理想状態”の定義がなく、ま
たそこへの合意形成も行われていないために、真の意味で"課題”にはなっていないこと
が多いです。逆を言えば、課題設定を厳密に行うことで”課題”はコンテンツに変わりま
す。課題をチャレンジの機会として定義して地域をオープンなコミュニティとし、そういっ
た地域内の変革から主体性の高い外部者を巻き込んでいきましょう。
地域とは第一にいま住んでいる住民達のための場所です。だからこそ外部者の目線を
生かしつつ、ときには合意形成の機会も作りましょう。人口の減少フェーズである以上す
べての地域が生き残ることはないですが、変わるという意志を持つ地域にこそ主体性の
高い人は集まりますし、我々もできる限りの支援をしていければと思っています。

関連ホームページ [リディラバ（HP）] 
http://ridilover.jp/

活動
エリア

全国

略歴

2009年、大学在学中に社会問題をツアーにして発信・共有するプラットフォーム「リディ
ラバ」を設立。2012年度より東京大学教養学部にて、1・2年生向けに社会起業の授業を
教える。特技はマグロを素手で取ること。
これまで350種類以上の社会問題をテーマにツアーを企画した実績があり、10,000人以
上を社会問題の現場に送り込む。また近年では、中学・高校の修学旅行・研修や企業
の人材育成研修などにもスタディツアーを提供している。2018年からは社会問題の構造
を伝える、会員制の調査報道Webメディア「リディラバジャーナル」をサービス提供開始。
多方面から誰もが社会問題に触れやすい環境の整備を目指す。
第1回 総務省「NICT起業家甲子園」優勝、「KDDI∞Labo（ムゲンラボ）」第4期 最優秀
賞 など、受賞多数。2017年、米誌「Forbes（フォーブス）」が選ぶアジアを代表するU-30
選出。著書『いつかリーダーになる君たちへ』（日経BP社）『日本につけるクスリ』（ディス
カヴァー・トゥエンティワン）。

著作・論文等 『いつかリーダーになる君たちへ』（日経BP）

取組概要

■社会課題・地域課題をテーマとしたスタディツアーを企画しあらたな市場を開拓。
■被災地での教育旅行をとした復興支援（例：釜石での被災後初の100人規模での教
育旅行など）。
■安倍首相が座長を務める観光立国推進会議での「アクションプログラム2015」として政
策化。"
（１１）国民の旅行振興に向けた意識醸成・環境整備 ”の項目において「若者に旅の意
義や素晴らしさを伝える「若旅★授業」を地方で拡大するとともに、若者の関心が高い、
エネルギーや地域医療など様々な社会テーマを扱ったツアー商品の造成を推進し、よ
り多くの若者が旅に出るきっかけを創出する。【新規】」という形で記載。
■観光から移住定住・産業振興・事業承継・MICE誘致を一貫して実現（例えば林業の
ツアーを通して５人の事業承継・移住の実現など。これまで20人以上がツアーを通して
の移住や２拠点居住を実現したと思われる）。
■600人以上のボランティアマネジメントを通しての課題の洗い出し。
■社会起業家の経営者向けカンファレンスR-SICを300人規模で３年連続開催。京都・
つくばなどの地域開発に寄与。
■東大の講義にて200人の学生に対し、ソーシャルビジネスのためのチームビルディン
グなど講義から３０以上のプロジェクトを創出。講義をまとめた著作『いつかリーダーにな
る君たちへ』（日経BP）がAmazonで部門別１位を達成。
■被災地の医療現場における鍼灸師などを含めた新たな医療チーム体制の構築と実
施・
■R-SICにおけるソーシャルビジネスのプログラム”CrossPoint”、観光庁研修、青森県
研修、スタディツアーなどを通して100地域150社以上のインキュベーション支援。
■述べ２０校以上の教育旅行の実施。
■スタディツアーなどの事業を通して扱うテーマは「農・林・水産業」「環境」「医療・介
護・福祉」「貧困」「地域活性化」「公共事業」など200弱。
■東証一部上場企業なども含め企業の幹部研修や人事研修としての地域課題・社会
課題の現場での研修事例も10以上
■アカデミックなアクティブラーニング、ファシリテーションの講義などを東京大学などの
大学教員から各地の教育委員会や校長向けに実施
【リディラバの事業に関連するURL】
[Travel The Problerm：スタディツアー専門の旅行サービス] 
https://traveltheproblem.com/　
[TRAPRO：社会問題の百科事典] 
http://www.trapro.jp/
[TRAPRO移住口コミ：地域の気になる口コミが集まるサイト] 
https://iju.trapro.jp/
[「”社会起業”の最先端を知る」招待制カンファレンス：R-SIC（アール・シック）] 
http://ridilover.jp/R-SIC/
[リディラバ（HP）] 
http://ridilover.jp/

（公開） TEL 050-5468-3558 FAX -

連絡方法 Ｅ－Ｍａｉｌでお願いします

連
絡

住　所 （公開）
113-0033

東京都文京区本郷3-9-1 井口ビル2階 （職場）

連絡先
（公開） E-Mail info[アットマーク]ridilover.jp

ふりがな あべ　としき

氏　名 安部　敏樹

所
属

名　称 一般社団法人リディラバ／株式会社Ridilover

役　職 代表理事／代表取締役

地域活性化伝道師プロフィール
分
野

地域産業・イノベーション・農商工連携 農・林・水産業

地域医療、福祉・介護、教育 観光・交流

地域コミュニティ・集落再生 環境

地域交通・情報通信 まちづくり


